
 

  

【様式第1号】

（単位：円）

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 5,757,465,542   固定負債 2,392,446,852

    有形固定資産 5,757,165,542     地方債等 2,140,906,578

      事業用資産 4,678,654,666     長期未払金 -

        土地 3,350,935,546     退職手当引当金 251,540,274

        立木竹 -     損失補償等引当金 -

        建物 5,661,273,353     その他 -

        建物減価償却累計額 -4,383,868,279   流動負債 339,690,472

        工作物 2,381,460,586     １年内償還予定地方債等 324,275,995

        工作物減価償却累計額 -2,331,146,540     未払金 -

        船舶 -     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -     前受金 -

        浮標等 -     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 14,463,475

        航空機 -     預り金 951,002

        航空機減価償却累計額 -     その他 -

        その他 - 負債合計 2,732,137,324

        その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

        建設仮勘定 -   固定資産等形成分 5,868,979,420

      インフラ資産 -   余剰分（不足分） -2,700,266,634

        土地 -   他団体出資等分 -

        建物 -

        建物減価償却累計額 -

        工作物 -

        工作物減価償却累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        建設仮勘定 -

      物品 13,422,123,657

      物品減価償却累計額 -12,343,612,781

    無形固定資産 -

      ソフトウェア -

      その他 -

    投資その他の資産 300,000

      投資及び出資金 300,000

        有価証券 -

        出資金 300,000

        その他 -

      長期延滞債権 -

      長期貸付金 -

      基金 -

        減債基金 -

        その他 -

      その他 -

      徴収不能引当金 -

  流動資産 143,384,568

    現金預金 31,870,690

    未収金 -

    短期貸付金 -

    基金 111,513,878

      財政調整基金 111,513,878

      減債基金 -

    棚卸資産 -

    その他 -

    徴収不能引当金 -

  繰延資産 - 純資産合計 3,168,712,786

資産合計 5,900,850,110 負債及び純資産合計 5,900,850,110

貸借対照表
（令和6年3月31日現在）



Ⅰ．貸借対照表の説明 

貸借対照表は、基準日時点における地方公共団体の財政状態（資産・負債・純資産の 

残高及び内訳）を明らかにすることを目的として作成しています。 

貸借対照表は、「資産の部」、「負債の部」及び「純資産の部」に区分して表示します。 

資産及び負債の科目の配列については固定性配列法によるものとし、資産項目と負債

項目の流動・固定分類は１年基準とします。 

資産の部の現金預金勘定は、資金収支計算書の収支尻（会計年度末資金残高）に会計

年度末歳計外現金残高を加えたものと連動しています。また、純資産の部の各表示区分

（固定資産等形成分及び余剰分（不足分））は、純資産変動計算書の各表示区分（固定資

産等形成分及び余剰分（不足分））の会計年度末純資産残高と連動しています。 

 

１．資産の部 

⑴固定資産 

① 有形固定資産 

事業用資産 … インフラ資産及び物品以外の有形固定資産をいいます。 

インフラ資産 … システムまたはネットワークの一部であり、性質が特殊なも

ので代替的利用ができないこと、移動させることができない

こと、処分に関し制約をうける有形固定資産をいいます。 

物 品  … 地方自治法第２３９条第１項に規定するもので、取得価額または

見積価格が５０万円以上の資産をいいます。ただし、本組合にお

いては、２０万円以上の資産（重要物品）としています。 

② 無形固定資産 

ソフトウェア … コンピューターに一定の仕事を行わせるためのプログラム

のことをいいます。 

その他 … ソフトウェア以外の無形固定資産のことをいいます。 

③  投資その他の資産 

投資及び出資金 … 有価証券・出資金であり、有価証券は満期保有目的有価

証券及び満期保有目的以外の有価証券をいいます。（出資

金には地方自治法第２３８条第１項第７号により出損金

も含みます。） 

投資損失引当金 … 出資金のうち、連結対象団体及び会計に対するものにつ

いて、実質価額が３０％以上低下した場合に、実質価額

と取得価額の差額をいいます。 

長期延滞債権 … 債権回収予定日から１年以上経過した未回収の債権をいい

ます。 

長期貸付金 … 地方自治法第２４０条第１項に規定する債権である貸付金の

うち、流動資産に区分されるもの以外をいいます。 



基 金 … 基金のうち、流動資産に区分されるもの以外をいいます。 

徴収不能引当金 … 長期延滞債権・長期貸付金に対し、過去の徴収不能実積

率により算定したものをいいます。 

④ 流動資産 

現金預金 … 現金及び現金同等物をいいます。 

未収金 … 現年調定の収入未済額をいいます。 

短期貸付金 … 翌年度に償還期限が到来するものをいいます。 

基  金 … 財政調整基金及び減債基金をいいます。  

棚卸資産 … 売却を目的として保有している資産をいいます。 

徴収不能引当金 … 未収金・短期貸付金に対し、過去の徴収不能実積率により

算定したものをいいます。 

２．負債の部 

⑴固定負債 

地方債 … 償還予定が１年超のものをいいます。 

長期未払金 … 地方自治法第２１４条に規定する債務負担行為で確定債務と見な

されるもの及びその他の確定債務のうち流動負債に区分されるも

の以外をいいます。 

退職手当引当金 … 期末時点で職員が自己都合退職した場合の要支給額をいいま

す。 

損失補償等引当金 … 履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地

方公共団体財政健全化法上、将来負担比率の算定に含めた

将来負担額をいいます。 

⑵流動負債 

１年内償還予定地方債 … １年以内に償還予定の地方債をいいます。 

未払金 … 役務の提供が完了しその支払いが未済のものをいいます。 

未払費用 … 役務の提供が継続中でその支払いが未済のものをいいます。 

前受金 … 対価の収受があり役務の提供を行っていないものをいいます。 

前受収益 … 対価の収受があり役務の提供が継続中のものをいいます。 

賞与等引当金 … 基準日時点までの期間に対応する期末手当・勤務手当及び法定

福利費をいいます。 

預り金 … 第三者から寄託された資産に係る見返負債をいいます。 

３．純資産の部 

固定資産等形成分 … 資産形成のために充当した資源の蓄積をいい、原則として 

金銭以外の形態で保有しています。 

 

余剰分（不足分）… 費消可能な資源の蓄積をいい、原則として金銭の形態で保有

しています。 



 

  
【様式第2号】

（単位：円）

    資産売却益 -

    その他 -

純行政コスト 1,653,820,335

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 -

  臨時利益 -

  臨時損失 -

    災害復旧事業費 -

    資産除売却損 -

    使用料及び手数料 164,648,025

    その他 102,936,917

純経常行政コスト 1,653,820,335

      社会保障給付 1,320,000

      その他 4,418,000

  経常収益 267,584,942

        その他 7,461,800

    移転費用 28,740,934

      補助金等 23,002,934

      その他の業務費用 11,995,788

        支払利息 4,533,988

        徴収不能引当金繰入額 -

        維持補修費 221,630,640

        減価償却費 818,895,367

        その他 -

        その他 1,163,998

      物件費等 1,720,431,160

        物件費 679,905,153

        職員給与費 179,331,072

        賞与等引当金繰入額 14,463,475

        退職手当引当金繰入額 -34,721,150

  経常費用 1,921,405,277

    業務費用 1,892,664,343

      人件費 160,237,395

行政コスト計算書
自　令和5年4月1日
至　令和6年3月31日

科目 金額



Ⅱ．行政コスト計算書の説明 

行政コスト計算書は、会計期間中の地方公共団体の費用・収益の取引高を明らかにする

ことを目的として作成しています。 

費用及び収益は、総額によって表示することを原則とし、費用の項目と収益の項目とを

直接に相殺することによってその全部または一部を除去してはいけないものです。 

行政コスト計算書は、「経常費用」、「経常収益」、「臨時損失」及び「臨時利益」に区分し

て表示しています。 

行政コスト計算書の収支尻として計算される純行政コストは、純資産変動計算書に振替

えられ、これと連動しています。 

 １．経常費用 

⑴業務費用 

① 人件費 

職員給与費 … 職員等に対して勤労の対価や報酬として支払われる費用をい

います。 

賞与等引当金繰入額 … 賞与等引当金の当該年度発生額をいいます。 

退職手当引当金繰入額 … 退職手当引当金の当該会計年度発生額をいいます。 

その他 … 上記以外の人件費をいいます。 

② 物件費等 

物件費 … 旅費、委託料、消耗品や備品購入費といった消費的性質の経費 

で資産計上されないものをいいます。 

維持補修費 … 資産の機能維持のために必要な修繕費等をいいます。 

減価償却費 …  一定の耐用年数に基づき計算された当該会計期間中の負

担となる資産価値減少金額をいいます。 

その他 … 上記以外の物件費等をいいます。 

③ その他の業務費用 

支 払 利 息 … 地方債等に係る利息負担金額をいいます。 

徴収不能引当金繰入額 … 徴収不能引当金の当該会計年度発生額をいいま

す。 

その他 … 上記以外のその他の業務費用をいいます。 

⑵移転費用 

補助金等 … 政策目的による補助金等をいいます。 

社会保障給付 … 社会保障給付としての扶助費等をいいます。 

他会計への繰出金 … 地方公営事業会計に対する繰出金をいいます。 

その他 … 上記以外の移転費用をいいます。 

２．経常収益 

使用料及び手数料 … 一定の財・サービスを提供する場合に、当該財・サービス

の対価として使用料・手数料の形態で徴収する金銭をいい



ます。 

その他  … 上記以外の経常収益をいいます。 

３．臨時損失 

災害復旧事業費 … 災害復旧に関する費用をいいます。 

資産売却損 … 資産の売却による収入が帳簿価額を下回る場合の差額及び除却した

資産の除却時の帳簿価額をいいます。 

投資損失引当金繰入額 … 投資損失引当金の当該会計年度発生額をいいます。 

損失補償等引当金繰入額 … 損失補償等引当金の当該会計年度発生額をいいます。 

その他 … 上記以外の臨時損失をいいます。 

４．臨時利益 

資産売却益 … 資産の売却による収入が帳簿価額を上回る場合の差額をいいます。 

その他 … 上記以外の臨時利益をいいます。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．純資産変動計算書の説明 

純資産変動計算書は、会計期間中の地方公共団体の純資産の変動、すなわち政策形成

上の意思決定またはその他の事象による純資産及びその内部構成の変動（その他の純資

産減少原因・財源及びその他の純資産増加原因の取引高）を明らかにすることを目的と

して作成しています。 

１．純行政コスト 

純行政コスト 行政コスト計算書の収支尻である純行政コストと連動しています。 

２．財源 

税収等 … 地方税、地方交付税及び地方譲与税等をいいます。 

国県等補助金 … 国庫支出金及び都道府県支出金等をいいます。 

３．固定資産等の変動（内部変動） 

有形固定資産等の増加 … 有形固定資産及び無形固定資産の形成による保有資産

の増加額をいいます。（有形固定資産及び無形固定資産

の形成のために支出した金額） 

有形固定資産等の減少 … 有形固定資産及び無形固定資産の除売却及び減価償却

費による減少額をいいます。（有形固定資産及び無形固

【様式第3号】

（単位：円）

固定資産 
等形成分

余剰分 
(不足分)

他団体出資等分

前年度末純資産残高 3,535,021,121 6,603,629,620 -3,068,608,499 -

  純行政コスト（△） -1,653,820,335 -1,653,820,335 -

  財源 1,287,512,000 1,287,512,000 -

    税収等 1,287,512,000 1,287,512,000 -

    国県等補助金 - - -

  本年度差額 -366,308,335 -366,308,335 -

  固定資産等の変動（内部変動） -734,650,200 734,650,200

    有形固定資産等の増加 43,343,190 -43,343,190

    有形固定資産等の減少 -818,895,367 818,895,367

    貸付金・基金等の増加 78,501,977 -78,501,977

    貸付金・基金等の減少 -37,600,000 37,600,000

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 - -

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 - - - -

  その他 - - -

  本年度純資産変動額 -366,308,335 -734,650,200 368,341,865 -

本年度末純資産残高 3,168,712,786 5,868,979,420 -2,700,266,634 -

純資産変動計算書
自　令和5年4月1日
至　令和6年3月31日

科目 合計



定資産の除売却相当額及び自己金融効果を伴う減価償

却費相当額） 

貸付金・基金等の増加 … 貸付金・基金等の形成による保有資産の増加額をいい

ます。（新たな貸付金・基金等のために支出した金額） 

貸付金・基金等の減少 … 貸付金の償還及び基金の取崩等による減少額をいいま

す。（貸付金の償還及び基金の取崩相当額等） 

４．資産評価差額 

資産評価差額 … 有価証券等の評価差額をいいます。 

５．無償所管換等 

無償所管換等 … 無償で譲渡または取得した固定資産の評価額等をいいます。 

６．その他 

その他 … 上記以外の純資産及びその内部構成の変動をいいます。 

 

 

  



 

  

【様式第4号】

（単位：円）

前年度末歳計外現金残高 907,662

本年度歳計外現金増減額 43,340

本年度末歳計外現金残高 951,002

本年度末現金預金残高 31,870,690

財務活動収支 -323,624,860

本年度資金収支額 10,748,410

前年度末資金残高 20,171,278

比例連結割合変更に伴う差額 -

本年度末資金残高 30,919,688

    地方債等償還支出 323,624,860

    その他の支出 -

  財務活動収入 -

    地方債等発行収入 -

    その他の収入 -

    資産売却収入 -

    その他の収入 -

投資活動収支 -84,245,167

【財務活動収支】

  財務活動支出 323,624,860

    その他の支出 -

  投資活動収入 37,600,000

    国県等補助金収入 -

    基金取崩収入 37,600,000

    貸付金元金回収収入 -

  投資活動支出 121,845,167

    公共施設等整備費支出 43,343,190

    基金積立金支出 78,501,977

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 -

    災害復旧事業費支出 -

    その他の支出 -

  臨時収入 -

業務活動収支 418,618,437

【投資活動収支】

    税収等収入 1,287,512,000

    国県等補助金収入 -

    使用料及び手数料収入 164,648,025

    その他の収入 102,936,917

  臨時支出 -

    移転費用支出 28,740,934

      補助金等支出 23,002,934

      社会保障給付支出 1,320,000

      その他の支出 4,418,000

  業務収入 1,555,096,942

    業務費用支出 1,107,737,571

      人件費支出 194,205,990

      物件費等支出 908,997,593

      支払利息支出 4,533,988

      その他の支出 -

資金収支計算書
自　令和5年4月1日
至　令和6年3月31日

科目 金額

【業務活動収支】

  業務支出 1,136,478,505



Ⅳ．資金収支計算書の説明 

地方公共団体の資金収支の状態、すなわち地方公共団体の内部者（首長、議会、補

助機関等）の活動に伴う資金利用状況及び資金獲得能力を明らかにすることを目的と

して作成しています。 

１．業務活動収支 

⑴業務支出 

① 業務費用支出 

人件費支出 … 人件費に係る支出をいいます。 

物件費等支出 … 物件費等に係る支出をいいます。 

支払利息支出 … 地方債等に係る支払利息の支出をいいます。 

その他の支出 … 上記以外の業務費用支出をいいます。 

② 移転費用支出 

補助金等支出 … 補助金等に係る支出をいいます。 

社会保障給付支出 … 社会保障給付に係る支出をいいます。 

他会計への繰出支出 … 他会計への繰出に係る支出をいいます。 

その他の支出 … 上記以外の移転費用支出をいいます。 

⑵業務収入 

税収等収入 … 税収等の収入をいいます。 

国県等補助金収入 … 国県等補助金のうち、業務支出の財源に充当した収入 

使用料及び手数料収入 … 使用料及び手数料の収入をいいます。 

その他の収入 … 上記以外の業務収入をいいます。 

⑶臨時支出 

災害復旧事業費支出 … 災害復旧事業費に係る支出をいいます。 

その他の支出 … 上記以外の臨時支出をいいます。 

⑷臨時収入 

臨時収入 … 臨時にあった収入をいいます。 

２．投資活動収支 

⑴投資活動支出 

公共施設等整備費支出 … 有形固定資産等の形成に係る支出をいいます。 

基金積立金支出 … 基金積立に係る支出をいいます。 

投資及び出資金支出 … 投資及び出資金に係る支出をいいます。 

貸付金支出 … 貸付金に係る支出をいいます。 

その他の支出 … 上記以外の投資活動支出をいいます。 

⑵投資活動収入 

国県等補助金収入 … 国県等補助金のうち、投資活動支出の財源に充当した収入

をいいます。 

基金取崩収入 … 基金取崩による収入をいいます。 



貸付金元金回収収入 … 貸付金に係る元金回収収入をいいます。 

資産売却収入 … 資産売却による収入をいいます。 

その他の収入 … 上記以外の投資活動収入をいいます。 

３．財務活動収支 

⑴財務活動支出 

地方債償還支出 … 地方債に係る元本償還の支出をいいます。 

その他の支出 … 上記以外の財務活動支出をいいます。 

⑵財務活動収入 

地方債発行収入 … 地方債発行による収入をいいます。 

その他の収入 … 上記以外の財務活動収入をいいます。 

 


